
生態系維持回復事業計画の決定

①目標

②対象区域

③事業内容(例)

・シカの捕獲や侵入防止柵の設置

・他地域から侵入してきた外来植物の駆除

・動植物の生息状況等に関する調査・モニタリング

・普及啓発 等

生態系維持回復事業を連携して実施

自然公園法の
個別の許可は
不要に！
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生態系維持回復事業について

公園事業の決定
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施設計画

予防的・順応的な対策実施

役割分担の整理・明確化

目標とロードマップの共有

資料1-6



生態系維持回復事業計画の策定状況
平成24年12月現在

国立公園名 計画名 計画期間 策定者 対策対象

知床 知床生態系維持回復事業計画 H22.10.21     
～

H27. 3.31

環境省
農林水産省

シカ

尾瀬 尾瀬生態系維持回復事業計画 H22.10.21     
～

H27. 3.31

環境省
農林水産省

シカ

白山 白山生態系維持回復事業計画 H23.1.25     
～

H27. 3.31

環境省
農林水産省
国土交通省

外来植物

南アルプス 南アルプス生態系維持回復事業計画 H23. 9.30     
～

H28. 3.31

環境省
農林水産省

シカ

霧島錦江湾 霧島生態系維持回復事業計画 H24. 3.16     
～

H28. 3.31

環境省
農林水産省

シカ

屋久島 屋久島生態系維持回復事業計画 H24.3.16     
～

H28. 3.31

環境省
農林水産省

シカ
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阿寒生態系維持回復事業計画の概要
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阿寒国立公園のエゾシカの生息状況

国有林におけるエゾシカによる影響調査（北海道森林管理局調査）

阿寒国立公園区域

痕跡の多い調査地点

痕跡の少ない調査地点

以前から痕跡が多い地域

近年痕跡が増えた地域

不嗜好性（エゾシカが食べない）植物の多い調査地点

不嗜好性植物が少ない調査地点

阿寒国立公園及びその周辺は古くからエゾシカが多く分布しており、北海道内
でも特に食害による広葉樹の更新不良、植生の変化等著しい影響が現れている。

エゾシカの痕跡調査（樹皮剥ぎ・角研ぎ等） エゾシカの不嗜好性植物の分布
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阿寒国立公園のエゾシカによる被害状況

エゾシカによる樹皮剥ぎ（1995年 阿寒湖畔）

ニレ類、ヤチダモ等の広葉樹を中心に、
エゾシカによる樹皮剥ぎを受けて枯死し、
林相に変化が生じている。
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ディアラインの形成（2011年 屈斜路湖中島）

エゾシカが届く高さの下枝や稚樹が採
食により失われ、ディアラインが形成さ
れている。



阿寒国立公園のエゾシカによる被害状況

マダラスズ

北海道東部では地熱地帯に隔離
分布し、通年繁殖を行うマダラスズ
等のコオロギ類が、シカによる地
熱地帯植生の採食により生息環
境が失われ減少している。

6

雌阿寒岳のガンコウラン

雌阿寒岳の高山帯等にもシカが出没し、
ガンコウラン等の高山植物を採食して
いることが確認されている。



阿寒生態系維持回復事業計画の内容①

共同策定省庁 農林水産省、環境省

事業の期間

平成２５年○月（告示の日）～平成２９年３月３１日

事業の目標

エゾシカによる影響の把握、周辺地域も含めた情報

収集を行い、エゾシカによる自然環境の影響を低減
するための効果的な対策を検討し、実施することで、
本公園における原生的な生態系の維持又は回復を
図る。

事業の区域 阿寒国立公園全域
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阿寒生態系維持回復事業計画の内容②

事業の内容

①生態系の状況の把握及び監視

②生態系の維持又は回復に支障を及ぼすおそれのある

動植物の防除

③動植物の生息環境又は生育環境の維持又は改善

④生態系の維持又は回復に必要な普及啓発

⑤前各号に掲げる事業に必要な調査等に関する事業
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植物やエゾシカの生育・生息状況のモニタリング

阿寒生態系維持回復事業計画の事業内容①

植生変化を見るためのモニタリングサイトの設置

冬期死亡個体調査（個体数，年齢，栄養状況等） 糞塊調査

カメラによるエゾシカの生息状況の把握

①生態系の状況の把握及び監視
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エゾシカの防除（囲い罠による捕獲など）

阿寒生態系維持回復事業計画の事業内容②

エサによる誘因

囲い罠による捕獲

囲い罠搬出口への追い込み

②生態系の維持又は回復に支障を及ぼす
おそれのある動植物の防除
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阿寒生態系維持回復事業計画の事業内容③

地熱地帯植生保全のための柵の設置 食害防止のためのネット巻き

エゾシカの影響により減少している動植物の保全

（生態系被害防止防鹿柵の設置、道路侵入防止柵）

③動植物の生息環境又は生育環境の維持又は改善
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阿寒生態系維持回復事業計画の事業内容④

阿寒湖エコミュージアムセンターでの
エゾシカの生態と対策の紹介

ネット巻きイベントの実施

施設における展示やホームページでの普及啓発

イベントの実施

エゾシカの捕獲と消費の促進（阿寒で
捕獲されたエゾシカ肉を使った料理）

④生態系の維持又は回復に必要な普及啓発
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阿寒生態系維持回復事業計画の事業内容⑤

効率的なモニタリング手法の検討・開発

モニタリング指標に関する調査・研究の実施

効率的な捕獲手法の検討・開発

エンレイソウ属をモニタリング指標とした調査研究

囲い罠の改良
（簡便な設置・撤去、安全・効率的な捕獲）

⑤前各号に掲げる事業に必要な調査等に関する事業

13



実施に対して必要な事項
事業の内容・効果等について総括的な検証及び評価を行い、
随時、見直しを行う。

専門家にモニタリングや捕獲にかかる事業成果を提供し、評価・
助言・指導を受け、事業内容の見直しを行う。

阿寒生態系維持回復事業計画の
実施体制及び連携

連携するその他の計画
特定鳥獣保護管理計画及び鳥獣被害防止計画との整合を図り
ながら実施。

実施体制に関する事項

関係行政機関、団体、専門家等からなる連絡会議を設置し、情報
共有を図りながら、連携・協力して事業を実施。

公園外の地域における関係機関等の連携も図り、エゾシカ対策
を広域で実施。 14



阿寒生態系維持回復事業計画の
現在想定されている役割分担①

事業の内容 事業メニューと実施主体

(1)生態系の状況の把握及び監視 ①植物の生育状況の把握
・高山帯や地熱地帯のシカ影響調査（環）
・国有林における森林生態系へのシカ影響調査（林）
・私有林における森林生態系へのシカ影響調査（前、環科研）
②エゾシカの生息状況の把握
・冬季のシカの生息状況調査（環）
・ライトセンサス（道、環科研）
・糞塊調査（道、環科研、前）
・センサーカメラ調査（道、環科研、前）
・冬季死亡個体数調査（環科研）
・捕獲頭数の把握（道）

(2)生態系の維持又は回復に支障を
及ぼすおそれのある動植物の防除

・囲い罠による捕獲（環、林、前）
・有害捕獲事業の実施（市・町）

(3)動植物の生息環境又は生育環境
の維持又は改善

・生態系被害防止のための防鹿柵の設置（環、前）
・樹皮保護ネットの設置（環、林、前）
・農業被害防止のための防鹿柵（市・町）
・道路侵入防止のための防鹿柵（国）
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※表中の実施主体の略称について
環：環境省、国：国土交通省、林：林野庁、北：北海道
市町：釧路市、美幌町、津別町、大空町、清里町、小清水町、足寄町、標茶町、弟子屈町、白糠町、中標津町
環科研：(地独)北海道立総合研究機構環境科学研究センター、前：(財)前田一歩園財団



阿寒生態系維持回復事業計画の
現在想定されている役割分担②

事業の内容 事業メニューと実施主体

(4)生態系の維持又は回復に資する
普及啓発

・施設等での展示による普及啓発（環、前）
・HP等による情報発信（環、林、道、前、市町）
・イベントの開催（環、林、道、前、市町）
・食肉消費の推進（市町、観光協会、地域の飲食店等）

(5)前各号に掲げる事業に必要な
調査等に関する事業

・効果的なモニタリング手法の検討・開発（環、林、環科研）
・モニタリング指標に関する調査研究の実施（環、林、環科研）
・効率的且つ効果的な捕獲手法の検討・開発（環、林、道、前）
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※表中の実施主体の略称について
環：環境省、国：国土交通省、林：林野庁、道：北海道
市町：釧路市、美幌町、津別町、大空町、清里町、小清水町、足寄町、標茶町、弟子屈町、白糠町、中標津町
環科研：(地独)北海道立総合研究機構環境科学研究センター、前：(財)前田一歩園財団



オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の概要
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オンネトー湯の滝地区の概要

特色

陸上で観察可能な最大の
マンガン鉱物生成箇所

国の天然記念物にも指定されており、
古くから阿寒国立公園の主要な
利用拠点の一つ。

オンネトー湯の滝

高さ20数メートルの滝

園地（ミニビジターセンター）
マンガン鉱物

シアノバクテリア等の微細な藻類とマ
ンガン酸化細菌の作用により二酸化
マンガンが生成 18



オンネトー湯の滝の外来魚について

・要注意外来生物
・アフリカ大陸等原産
・適水温24℃-30℃
・20℃以上で産卵、口内保育
・産卵数は100-2000個
・好条件下で30-60日毎に産卵
・寿命4年-10年
・雑食性（成魚は植物食傾向）

○ナイルティラピア

○グッピー
・要注意外来生物
・南アメリカ等原産
・適水温22℃-25℃
・卵胎生
・産仔数は2-120匹
・好条件下で30日毎に産卵
・寿命1年-2年
・雑食性

オンネトー湯の滝では、昭和60年代にはナイルティラピアが生息。
グッピーは平成9年には生息を確認。
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オンネトー湯の滝の外来魚による被害状況

・外来魚の藻類の摂食によるマンガン鉱物生成現象への影響

岩に付着した藻類を摂食
するナイルティラピア

「かつて黒々とした藻が繁茂して
いたが、熱帯魚が放流されてか
ら急速に食べられてしまった」（足
寄町オンネトー湯の滝マンガン生成緊急
調査報告書（足寄町教育委員会1999））

同所に生息するニホンザ
リガニの摂食の可能性

藻類の回復試験 左：外来魚なし 右：外来魚あり

外来魚なし試験区（左）では藻類が成長

・生態系、景観への影響
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オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の内容①

策定省庁 環境省

事業の期間

平成２５年○月（告示の日）～平成２９年３月３１日

事業の目標

熱帯魚であるナイルティラピア、グッピーによりマンガン鉱物

生成に重要な藻類等が採食され、その生成現象や生態系、
景観に大きな影響が出ていることから、これらの外来魚の
完全駆除の実施と新たな外来魚の侵入防止策を講じること
でオンネトー湯の滝地区の生態系の維持又は回復を図る。
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オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の内容②

事業の区域 阿寒国立公園
オンネトー湯の滝地区（5ha）

事業の内容

①生態系の状況の把握及び監視

②生態系の維持又は回復に支障を及ぼす

おそれのある動植物の防除

③生態系の維持又は回復に必要な普及啓発

④前各号に掲げる事業に必要な調査等に関する事業
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藻類及び細菌類等の生育・生息状況のモニタリング

オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の事業内容①

藻類や菌類等の生育・生息状況、生息環境調査

外来魚の生息状況のモニタリング

外来魚の生息状況調査 外来魚の重量や体サイズ等のモニタリング調査

①生態系の状況の把握及び監視
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外来魚の駆除

温泉水の抜取り、冷水の引込みによる駆除

わな、刺し網、タモ網による駆除

オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の事業内容②

温泉水の抜き取り

四つ手網 刺し網

タモ網

②生態系の維持又は回復に支障を及ぼすおそれのある動植物の防除
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（外来魚の影響や対策、取り組みの紹介・動物の安易な放出禁止の普及啓発）

阿寒湖エコミュージアムセンターでの
外来魚展示

施設における展示やホームページでの普及啓発

HP（アクティブレンジャー日記）での情報発信

オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の事業内容③

③生態系の維持又は回復に必要な普及啓発
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効率的な捕獲手法の検討・開発

専門家を交えての駆除手法等の検討会

オンネトー湯の滝
生態系維持回復事業計画の事業内容④

④前各号に掲げる事業に必要な調査等に関する事業
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実施に対して必要な事項

事業の内容・効果等について総括的な検証及び評価を行い、
随時、見直しを行う。

専門家にモニタリングや捕獲にかかる事業成果を提供し、評価・
助言・指導を受け、事業内容の見直しを行う。

オンネトー湯の滝生態系維持回復事業計画の
実施体制及び連携

実施体制に関する事項

関係行政機関、団体、専門家等の間で、情報共有を図りながら、
連携・協力して事業を実施。
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オンネトー湯の滝生態系維持回復事業計画の
現在想定されている役割分担

事業の内容 事業メニューと実施主体

(1)生態系の状況の把握及び監視 ①藻類及び細菌類等の微生物の生育及び生息状況の把握
・マンガン鉱物生成現象状況調査（環、研）
・藻類及び細菌類等の微生物の生育及び生息状況調査（研）
②外来魚の生息状況の把握
・外来魚生息状況調査（環）

(2)生態系の維持又は回復に支障を
及ぼすおそれのある動植物の防除

・温泉水の抜取りや冷水の引込み等による大規模な駆除（環）
・わな、刺し網、タモ網等による駆除（町、環、自、N）

(3)生態系の維持又は回復に資する
普及啓発

・施設等での展示による普及啓発（環、町、自、N）
・HP等による情報発信（環、町、自）

(4)前各号に掲げる事業に必要な
調査等に関する事業

・効率的且つ効果的な駆除捕獲手法の検討・開発（環）
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※表中の実施主体の略称について
環：環境省
町：足寄町
研：研究機関、研究者
自：（一財）自然公園財団
N：NPO法人あしょろの化石と自然


